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教育支援センター「りんく小郡」 

令和７年度 

１ 設置目的 

  学校に行けなくて悩んでいる小学生・中学生の安心できる居場所をつくり、学習活動やコミュニケーショ

ン活動等の支援を通して学校教育への復帰や社会的自立に向けた力を育む。 

  

２ 設置機関及び所在地 

 〇 設置機関・・・小郡市教育委員会 

 〇 所 在 地・・・小郡市二森４３５番地１ 小郡市教育センター内 

            TEL     ０９４２－７３－４０４４ 

            FAX     ０９４２－７３－４０４５ 

 

３ 開設期間と学習時間 

 〇 毎週月曜日～金曜日（土・日曜日、祝祭日、在籍校の休業、長期休業期間及び年末年始は休み）  

 〇 ９：４５～１５：００                  

４ 対象児童・生徒 

  通級及び自立的な活動が可能な児童・生徒で保護者が教育支援センター「りんく小郡」に通級することを

希望し、かつ在籍校の校長が同センターに通級することを認め、小郡市教育委員会において同センターにお

ける支援が必要と判断された児童・生徒。（ただし、特別支援学級在籍の児童・生徒については、個の困難さ

に応じた支援が充実していることから、通級は原則受け入れていません。） 

５ 入級までの流れ（手続き） 
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まで見学 

仮通級 
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程度観察 

在籍校との情報交換 

（校長・担任） 

小郡市教育委員会が

受理して手続きが完了 

入級願 

※保護者から在籍校 

校長へ提出 

※入級願は毎年提出 
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６ 本年度の重点的取組 

 本年度は次の５点を重点的に取り組みます。 

（１） 教育相談や体験通級期間の観察の充実を図り、通級者の困難さに応じた具体的な支援を行います。

特に、学習理解の不安や内容の未習得が不登校の要因になっていることが多く、学力保障の観点か

らも基礎的な学力の定着や学習習慣の形成を図ります。 

（２） 構成的グループエンカウンター（SGE）やグループワークトレーニング（GWT）、さらにはカードゲー 

ムなどを適時に配し、入級生相互の心が通い合う体験を通して集団への適応力を高められるように 

支援します。 

（３） 不登校児童・生徒と学校（担任）とをつなぐ役割を果たすため、日々の学校との情報交換を密にし、 

連携を深めます。通級者が学校復帰できた場合、学校と連携して児童・生徒の不安の少ない登校を支 

援します。また、電話相談や来室相談の段階で、相談者の了解のもと、在籍校との情報交換をしなが 

ら支援策を共有し、連携をすることで不登校の未然防止に努めます。 

（４） 保護者が子どもの状況に対して共感的な理解と的確な対応ができるように、送迎時等の相談活動を 

充実させ、適宜スクールカウンセラーや専門機関とつなぎます。 

（５） 不登校(兆候)児童生徒が、早期に専門的相談や効果的な支援が受けられたり、市内の児童・生徒の

不登校の現状改善のための有効な手立てを共有したりできるよう、市主催の「学びの多様化」教育支

援委員会で、関係担当者（学校代表、教育支援センター、子ども家庭支援課、SC、SSW、教育委員会、

校内スペシャルサポートルーム担当者）による情報・実践の共有を行い、個の支援に生かします。 

７ 指導スタッフについて  

〇所長（主任教育相談員）・・・船津
ふ な つ

 聡
とし

哉
や

    〇教育相談員・・・林 法
のり

道
ゆき

 

 〇教育相談員・・・手島 正十三
ま さ と み

    〇教育相談員・・・古田信也
し ん や

    〇教育相談員・・・長友かよ子 

８ 活動内容 令和７年度日課表（小学生は各時間 45分） 

     午 前          午 後 

朝の会 ９：４５～ ９：５５ 昼食・昼休み  １２：００～１２：４５ 

１校時   １０：０５～１０：５５ ３校時  １２：５０～１３：４０ 

２校時   １１：０５～１１：５５ ４校時  １３：５０～１４：４０ 

  清掃・帰りの会  １４：４０～１５：００ 

（１） 学習 

  〇 １日午前２時間、午後２時間の計４時間の学習を行います。時間割(案)は表１の通りです。 

  〇 学習については、基礎学力の補充に重点をおき、個に応じた支援を心がけます。特に学習に自信がも 

    てない児童・生徒に対しては、学年の指導内容にこだわらず、できる内容から段階を踏んで取り組め

るように指導します。 

〇 週の初めや朝の会では目標設定と確認の活動を、週の終わりや帰りの会では振り返りの活動を重視

して、自己の頑張りや成長を実感できるように支援していきます。 

（2） 体験的活動 

    表１の計画に基づいて体験活動の時間を設けています。活動の内容に応じて、外に出て学習すること 

   もあります。 P２ 



※１【マイプラン（自主課題学習）】：個々の課題に計画的に取り組む教科学習の時間。 

※２【りんくタイム】：年間を見通して以下の内容を計画的に活動する時間。 

   学校の「総合的な学習の時間」とリンクした学習、社会的スキル訓練（SST）や構成的グループエンカ 

ウンター（SGE）、グループワークトレーニング（GWT）、カードゲームなど適時に実施します。 

     ※３【創作・文化・奉仕活動】：季節行事や教育課程に沿って創作したり制作したりする時間。 

     

表１ 令和７年度体験的活動も取り入れた学習時間割例（児童生徒個別、校種、学年別時間割を作成） 

 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

 小学生 中学生 小学生 中学生 小学生 中学生 小学生 中学生 小学生 中学生 

１
校
時 

算数 英語 国語 数学 
タブレ

ット 国語 国語 国語 外国語 数学 

２
校
時 

国語 数学 算数 国語 算数 数学 算数 英語 国語 英語 

３
校
時 

☆マイ

プラン 

☆マイ

プラン 
図工 

☆マイ

プラン 
☆マイ

プラン 
理科 理科 

☆マイ

プラン 
社会 社会 

４
校
時 

☆創作・文化 

奉仕活動 

☆りんく 

タイム 

☆創作・文化 

奉仕活動 

☆読書等 

（しらさぎ号） 
☆軽スポーツ 

９ 通級生の出席の取り扱いについて 

 毎月初めに、前月の出席状況を学校と家庭に文書で報告します。出席簿・通知表・指導要録への記入の参

考にして下さい。記入の方法は下記の通りです。また、同文書に「りんく小郡」での児童・生徒の様子を記入し

ていますので、担当児童・生徒の状況把握、通知表記入等の参考にしてください。（ただし、出席状況報告を

通知表に添付するなど、そのまま記入することがないよう、取り扱いに注意してください。） 

出席簿  教育支援センターの出欠に関わらず、在籍校に登校していなければ、在籍校の出席簿は

欠席扱いになる。 

通知表 〇出席すべき日数：在籍校の出席すべき日数を記入する。 

〇出席日数    ：在籍校に登校した日数と教育支援センターに通級した日数の合計日数 

            を記入する。 

〇欠席日数    ：学校の欠席日数から教育支援センターに通級した日を引いた日数を記   

            入する。 

指導要録  出席すべき日数と欠席日数については通知表と同じとする。 

 出席日数についても、通知表と同様に記入するが、出席日数の下に教育支援センターに

通級した日数のみを内数として（  ）で表し、備考欄に（教育支援センターに通級した日

数）と記入する。 
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１０ 通級生の評価・評定（通知表）について（通級生在籍の学校へ） 

   数値化した評定は難しいので、所見欄等を重視して、担任や各教科担任からの一言を記入したり、「りん

く小郡」での活動記録を基に励ましの言葉を添えたりする等、配慮をお願いします。 

 ※家庭通知表に関しては、在籍校への登校、学習活動、テスト等の結果のみではなく、「りんく小郡」におけ 

る学びの様子も、学力の３要素に照らし記入できるのではないかの検討をお願いします。 

 ※≪定期考査について≫・・・各学校で実施される定期考査（中間・期末等）は、原則として在籍校で受験す 

るように指導しています。受験の際は、生徒の状況に応じて、別室受験等の配慮をお願いいたします。また、

定期考査前の勉強の支援（プリント等）へのご協力をお願いいたします。 

 

１１ 連携について 

  子ども達の学校復帰については、学校・保護者・教育支援センターがしっかりと連携をとって支援するこ 

とが大切です。そこで、三者の連携を取り合うために、次の４点を基本的留意事項としています。 

（１） 不登校児童・生徒の現状を把握し合います。小さな変化でも気になることは、時機を逃すことのない 

ように連絡し合うようにします。 

（２） 双方の行事参加等への誘いかけは事前に連絡し合い、参加について適切に判断します。 

（３） 支援をより効果的にするために、学習や活動の様子の相互参観、研修等の交流を行います。 

（４） 学力保障の観点からも、授業内容や学習プリント、授業進度等密に連携し合います。その際、オンライ 

ンでの授業について、児童生徒の状況に応じて可能なやり方で取り入れていきます。 

 

《具体的な連携について》 

（１） 「担任の会」について 

     必要に応じて、担任によるリンクでの活動参観や相談員の学校の学習参観などを実施する。 

児童生徒の通級状況に応じて、随時「担任の会」の開催を計画する。 

（２） 出席表の送付について 

   月初めに、出席の状況と子どもの様子について記入し、在籍校長、保護者に届けます。 

（３） 機関紙「りんく」の発行について 

   必要があれば発行し、在籍校長、保護者に届ける予定です。（掲示はしません）  

（４） 「面談」「通級生保護者会（親の会）」について 

   保護者との交流の場を設け、学習や懇親に努めるとともに、家庭と教育支援センターの連携を深めます。   

通級生保護者会（グループ・カウンセリング）については、必要に応じて開催し、保護者同士の交流を深め

るとともに、子どもへの有効な支援に資する情報交換・共有の場となるよう計画します。（カウンセラーも

心理の専門家として参加） 
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1 火 （りんく休業日） 木 日 火 金 （りんく休業日） 月 1

2 水 金 月 水 土 火 2

3 木 土 憲法記念日 火 木 日 水 3

4 金 日 みどりの日 水 金 月 木 4

5 土 月 こどもの日 木 土 火 金 5

6 日 火 振替休日 金 日 水 土 6

7 月 小中学校始業式 水 土 月 木 日 7

8 火 りんく開級日 木 日 火 金 月 8

9 水 中学校入学式 金 月 水 土 火 9

10 木 小学校入学式 土 火 木 日 水 10

11 金 日 水 金 月 山の日 木 11

12 土 月 木 土 火 学校閉庁日 金 12

13 日 火 金 日 水 学校閉庁日 土 13

14 月 水 土 月 木 学校閉庁日 日 14

15 火 木 日 火 金 学校閉庁日 月 敬老の日 15

16 水 金 月 水 土 火 16

17 木 全国学力学習状況調査 土 大刀洗中体育大会 火 木 りんく夏季休業前終業日 日 水 17

18 金 日 中学校体育大会 水 金 中学終業式 月 学校閉庁日 木 18

19 土 月 中代休 木 土 火 金 19

20 日 小郡市長選挙 火 金 日 水 土 20

21 月 水 土 月 海の日 木 日 21

22 火 木 日 火 （りんく休業日） 金 月 22

23 水 　 金 月 水 土 火 秋分の日 23

24 木 土 火 木 日 水 24

25 金 日 水 　 金 月 木 25

26 土 月 木 土 火 大刀洗始業式 金 26

27 日 火 福岡県学力調査 金 日 水 始業式（中） 土 27

28 月 水 土 月 木 りんく始業日２ 日 28

29 火 昭和の日 木 日 火 金 月 29

30 水 金 月 水 土 火 30

31 土 木 日 31
は「りんく」休業日です。

1 水 土 月 木 元日 日 日 1

2 木 日 火 金 年始の休日 月 月 2

3 金 月 文化の日 水 土 火 火 3

4 土 火 木 日 水 水 4

5 日 水 金 月 学校閉庁日 木 木 りんく卒業式(予) 5

6 月 木 土 火 （りんく休業日） 金 金 中学校卒業式(予) 6

7 火 金 日 水 土 土 7

8 水 土 月 木 中学始業式 日 日 8

9 木 小学校前期終業式 日 火 金 りんく始業日３ 月 月 9

10 金 秋季休業日 月 水 土 火 火 10

11 土 火 木 日 水 建国記念の日 水 11

12 日 水 金 月 成人の日 木 木 12

13 月 スポーツの日 木 土 火 金 金 小学校卒業式(予) 13

14 火 小学校後期始業式 金 日 水 土 土 14

15 水 土 月 木 日 日 15

16 木 日 火 金 月 月 16

17 金 月 水 土 火 火 17

18 土 小学校運動会(立石） 火 木 日 水 水 18

19 日 水 金 月 木 木 19

20 月 立石小振休 木 土 火 金 金 春分の日 20

21 火 金 日 水 土 土 21

22 水 土 月 木 日 日 22

23 木 日 勤労感謝の日 火 りんく冬季休業前終業日 金 月 天皇誕生日 月 りんく終了日 23

24 金 月 振替休日 水 中学終業式 土 火 火 修了式（小･中） 24

25 土 小学校運動会(上記以外） 火 木 （りんく休業日） 日 水 水 （りんく休業日） 25

26 日 小学校運動会(上記以外） 水 金 月 木 　 木 26

27 月 小学校運動会代休 木 土 火 金 金 27

28 火 金 日 水 土 土 28

29 水 土 月 年末の休日 木 日 29

30 木 　 日 火 年末の休日 金 月 30

31 金 水 年末の休日 土 火 31

１０　月 １１　月 １２　月 令和８年１月 ２　月 ３　月

令和７年度　教育支援センター「りんく小郡」主な行事（予定）

４　月 ５　月 ６　月 ７　月 ８　月 ９　月

芋苗植えポピー見学

校外学習

お芋パー

ティー 凧作り

七夕飾り

小学生休み
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